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研究分野：開発経済 
科研費の分科・細目：3605 
キーワード：東アジア、経済グローバル化、不均衡 
 
１．研究計画の概要 
 東アジアの急速な経済成長は常に学術的
関心を引き続け、経済成長の要因分析などこ
れまでに多くの研究論文を生み出してきた。
しかし、その一方で負の側面ともいえる経済
的不均衡の拡大またその影響については、今
後の持続的な経済成長を考察する上で十分
な研究がなされてきたとは言い難い。特に、
1990 年代から東アジア地域において顕著に
なった経済グローバル化と経済的不均衡の
拡大は重要な問題である。本研究では、こう
した東アジア地域の経済成長と経済的不均
衡の問題に焦点をあてて、その特徴を主に実
証的なデータ分析によって明らかにしてい
き、今後の東アジアの持続的経済成長を考
察・展望していくことである。 
 
２．研究の進捗状況 

これまでの研究では、経済グローバル化と
経済的不均衡に関する一般的な先行研究レ
ビューを行いながら実証分析を行ってきた。
まず、経済的不均衡に関連して国際的な援助
動向と国連ミレニアム開発目標の進展など
について考察を行ったが、アジア太平洋地域
では環境関連の目標で懸念される項目はあ
るものの全体的に進展状況は良好とされて
いる。ただし、これらの目標を達成するため
には先進国からの援助の増額が必要であり、
世界経済の動向ならびに影響が懸念される。 

なお、東アジア諸国の中で国際的に影響力
を高めている中国について、経済成長や経済
的不均衡、特に所得格差の要因分析などの実
証分析を行った。中国の地域（省）別データ
を用いて全要素生産性（TFP）の推定を行っ
た結果、経済改革以降の TFP は上昇トレンド
にあること、また生産要素別にみた場合、資

本の成長への寄与度は上昇傾向にあるが、一
方で労働の成長への寄与度は低下傾向にあ
ることが示された。なお、生産要素投入に関
する要因についてパネルデータ分析を行っ
たが、労働については貿易の開放度がプラス
で統計的に有意な結果を示している一方で、
資本に関しては人的資本の重要性が示され
る結果となり、先行研究と同様に人的資本と
物的資本の形成が補完的な関係にあり、地域
の経済成長にも影響を与える可能性が示さ
れることになった。また、中国の地域別 1人
あたり GDPのデータを用いてパネル単位根検
定を行ったところ、地域別には東部地域およ
び中央地域に収斂可能性がみられるほか、所
得別には高所得 5地域および低所得 5地域に
収斂可能性が推測される結果となった。 
ところで、近年の経済グローバル化の進展

とともに、東アジアでは多くの国で所得格差
が広がっているが経済成長著しい中国も例
外ではない。このように、経済グローバル化
の中で中国をはじめとする東アジアで、経済
成長と経済的不均衡がどのように推移して
いくのか実証分析を継続していく。 
 
３．現在までの達成度 

③やや遅れている。 
（理由） 
 これまでに本研究課題に関する先行研究
レビューや、経済的不均衡の要因・生産性な
どの実証分析を行ってきた。実証分析に関し
ては、中国の省別のデータ量が多大で想定以
上に中国に関するデータ分析に時間がかか
ったため、現時点において他の東アジア諸国
に関するデータ分析まで至っていない。今後
は幾つかの東アジア諸国を取り上げ、早急に
マクロ経済・社会統計データを入手しながら
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経済的不均衡の要因分析や生産性分析など
を行い、これまでの実証分析を補足していき
たい。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後の研究期間はあと 1年間となっている
ため、昨年度までに終了予定となっていた経
済的不均衡に関する要素価格の推移、ならび
に東アジア地域経済への影響などの残りの
分析を早急に進めると同時に、今年度の分析
項目となっている今後の東アジアにおける
地域経済協力や政策提言に関する考察など
を行っていく予定である。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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